実践報告

１．対象学年

　　普通科１年生

２．実習にあたって

　　○　生徒の実態


　これまでの授業で，検索エンジンを利用法については身に付けており，検索して表示される画面に表れた言葉を新たなキーワードとして入力するなど，高度な検索を行う姿が見られた。
　　○　実習環境、使用ソフト等


機械：ﾉｰﾄ型,Windows98SE,ﾒﾓﾘ192MB,HDD2GB,Office97Professional


LAN：100Base-T,ｻｰﾊﾞはWindowsNT(HDD容量80+10GB,ﾒﾓﾘ192MB)


ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ：64K-ISDN(教育センター),30M(金沢ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ)


ﾌﾟﾘﾝﾀ：ﾓﾉｸﾛﾚｰｻﾞｰ×4,ｶﾗｰﾚｰｻﾞｰ×２,ｶﾗｰｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ×２


ｽｷｬﾅ：A4USB接続×10

３．実践内容

江戸時代と現代の商取引について，主に発注・支払い・輸送の方法について調べて比較し，プリントに記入する。実践は電算室で行い，調査はWeb上で行わせた。

４．実践結果と考察

　生徒は最初どのように調査してよいかにとまどっていたが，「キーワードを並べて検索すれば」というアドバイスをすると，活発に検索し課題を遂行していった。
　生徒は江戸時代の通信手段が飛脚であることは知っていたが，為替という手段がそのころから存在したということは知らなかったようである。輸送手段として海運が大きな比重を占め，巨大な船が江戸と大坂（灘）を行き来したことに興味を覚える生徒もいた。なお，現代の通信と輸送手段については，検索するまでもなく知っていたようである。

５．今後の課題

　千石船等の船の積載量を表す「石」や，「為替」，「信用取引」などの用語が理解できない生徒がほとんどであった。また，「樽廻船」などの漢字が読めない生徒もいた。内容を理解しながら授業を行うためには，地歴公民あるいは国語などの教科内容が必要である。これらの教科と情報の共同学習を行うことができれば，生徒はより深い学習ができるものと考える。
